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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

　・　感染委員会より

　　　　血液・浸出液付着した物・注射針は感染性となり、感染性の廃棄箱にいれる、

　　　　軟膏処置に使用した手袋は一般ゴミの袋へ捨てる、ことになっていますが、

　　　　まだ守られていません。もう一度廃棄物の分別の仕方を確認して、徹底して

　　　　守りましょう。

　　　・　検査伝票の貼り方が間違っている事多いです。貼る時は伝票の上2箇所にのりを付けて貼りましょう。間違えて貼った時剥がしやすくする為です。詳しくは見本をおきますので、見てください。

　　　　月初めに貼る伝票は、前月の物を貼ることが多いので検査の日付を確認して貼って下さい。

　　　　・　人事考課の面接終了したスタッフで、まだパソコンに打ち込んでいない人は早急に入れて下さい。提出物や書類準備の期限は守りましょう。

· 小坂Ｄｒの勉強会の新しい日程がＢスタッフルームのホワイトボードに貼ってあります。対象の新人のスタッフは確認し、必ず受けて下さい。

· 最近Ｄユニット内に前日のおやつが残っている事があります。衛生面からも問題ありますのできちんと片付けましょう。

　＜週間連絡事項＞

　　　９月27日(水)・・・村井　八郎様の介護認定調査があります。当日のスタッフは

　　　　　　　　　　　対応お願いします。

　　　９月29日（木）・・・向山　忠義様マーゲンチューブの交換日です。次回は10月13日です。

　　　９月27・28・29日課内研修がありますので都合の良い日を見て必ず参加しましょう。

　＜患者様連絡事項＞

　　　榊　八重子様…問診後臨時薬変更となっています。抗うつ剤が中止となります。毎晩飲まれている水様下剤が、錠剤に変更になり７日分処方となりました。精神状態や発言内容・食事摂取状況・排便の有無等観察しましょう。

　　　　　　　　　　歩き始めや、立ち上がり時ふらつき見られ不安定です。現在スリッパを履いているので、ズックに替える等して頂き、気をつけて観察していきましょう。

　　

　　　永洞　恭子様…左下腿の褥瘡部血性浸出液が見られ悪化傾向にありました。本日

　　　　　　　　　　皮膚科診察しましたが、指示変更無く軟膏処置も継続指示ありました。

　　　　　　　　　　褥瘡部の保清に努め、観察し、必要時夜間も処置していきましょう。

　　　

　　　峰田　満男様…全粥・キザミ食ですが、大盛りの全粥となりました。

　　　　　　　　　　摂取量状況・摂取量の観察をしましょう。

　　　森　エツ様・・低血糖状態続いています。現在対照療法のみですので、もう少し低血糖の原因について検査をしたあとその結果をもとに内科的治療目的での転院も考えられます。

　＜注目患者様＞

　　　　上田　正様…落ち着きない行動みられています。レストランへ行かれる時走っていったり・下膳の時他の患者様をせかしたり、いらいらした態度が見られ、トラブルにもなりかねない状況です。表情も厳しくなっていますので、行動に注意して過度とならない様見守りしましょう。

＜ＳＳＴについて＞

　　最近ＢとＣＤユニットのＳＳＴが回想法に近くなってきているようです。ＳＳＴを

　　充実させる為にもプレミーテイングで内容をよく話し合う必要があります。

10月の内容は既に出てありますので、事前に各自目を通しておいて下さい。

例）テーマ：「１０月と聞いて何を思い浮かべるか」

１０月は、十五夜、体育の日などの行事があります。例えば、体育の日からＳＳＴに話をつなげるために、「運動会では、仲間を応援しますね。」と話をもっていきます。「どのような掛け声がありますか？」や「手を大きく振った方が早く走れるよ！という風なアドバイスもしますよね。」と話をもっていきます。人が忙しそうな時「頑張って」と声掛けする練習や、作業などで「もっと～してはどうですか？」とアドバイスする練習ができます。

ＳＳＴについて２８日のカンファレンス内で勉強会を持ちたいと思います。

　　　　

　　　　

　　

　

　　　

